








1.はじめに 

超未熟児の就学前の発達検診として IQや DQ をチェックすることが多い。これらの検査や

日常の神経学的診療では軽度の異常が見逃されやすい。軽度の異常をきたすものが学習障

害に結び付いていく可能性があり,これを拾いだすことは重要である。軽度の異常を見つけ

ることを目的として,soft neurological sign をチェックし,さらに日本版ミラー幼児発

達スクリーニング検査(J-MAP)の一部を行った。 


